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群
馬
県

〝
幻
の
大
根
〞
復
活
で
ま
ち
お
こ
し

富
士
見
の
伝
統
野
菜
「
時
沢
大
根
」
を
復
活
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。
地
元
の
久
保
田
厚
さ
ん
が
代
々
守

っ
て
き
た
時
沢
大
根
の
種
を
狩
野
亮
一
商
工
会
副
会
長
が
譲

り
受
け
、
有
志
ら
が
昨
年
八
月
か
ら
種
ま
き
や
草
取
り
に
汗

を
流
し
て
き
た
。

時
沢
大
根
は
前
橋
藩
主
に
も
献
上
さ
れ
て
い
た
極
上
の
大

根
で
、
地
元
の
「
富
士
見
か
る
た
」
に
も
「
県
下
の
名
産
」

と
う
た
わ
れ
て
い

る
。
全
体
が
白

く
て
真
ん
中
か
ら

先
の
部
分
が
太

く
、
時
沢
地
区

の
軟
ら
か
い
火
山

灰
地
で
育
つ
皮
の
薄
さ
が
特
徴
。
戦
後
は
川
崎
市
場
に
出
荷

さ
れ
、「
お
い
し
い
大
根
」
と
い
う
定
評
が
あ
っ
た
。

農
家
が
種
苗
メ
ー
カ
ー
か
ら
改
良
種
を
購
入
す
る
よ
う
に

な
っ
た
昭
和
半
ば
に
生
産
が
減
り
始
め
、
最
近
で
は
地
元
の

人
で
も
食
べ
た
こ
と
が
な
い
〝
幻
の
大
根
〞
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
商
工
会
は
〝
時
沢
大
根
の
ブ
ラ
ン
ド
化
〞
で
地
域

お
こ
し
を
め
ざ
し
て
い
る
。

十
一
月
末
に
は
、
二
回
に
分
け
て
約
四
〇
〇
〇
本
の
収
穫

を
行
っ
た
。
水
洗
い
、
柵
に
吊
る
し
て
の
天
日
干
し
を
経
て
、

十
二
月
中
旬
か
ら
た
く
あ
ん
用
と
し
て
販
売
し
た
。
今
後
は

時
沢
大
根
の
栽
培
や
加
工
に
詳
し
い
〝
隠
れ
名
人
〞
も
発
掘

し
て
、
た
く
あ
ん
漬
け
、
切
り
干
し
大
根
な
ど
の
ほ
か
、
お

い
し
い
食
べ
方
を
研
究
し
て
い
く
。

富
士
見
市
商
工
会

富
山
県

省
エ
ネ
簡
易
診
断
で
経
営
改
善

県
連
は
、
昨
年
十
月
か
ら
、
会
員
事
業
所

を
訪
問
し
て
作
業
工
程
を
省
エ
ネ
の
観
点
か
ら

検
証
す
る
「
省
エ
ネ
簡
易
診
断
」
を
開
始
し

た
。診

断
員
を
務
め
る
の
は
県
内
大
手
製
造
業

の
退
職
者
で
、
電
気
設
備
に
詳
し
い
一
〇
人
。

省
エ
ネ
や
作
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験

を
生
か
し
て

い
る
。
電
気

設
備
の
管
理

は
専
門
的
な

こ
と
が
多

く
、
中
小
・

零
細
企
業

で
は
資
金
や

人
材
面
で
な

か
な
か
省
エ

ネ
対
策
を
進
め
に
く
い
た
め
、
県
連
が
推
進
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
。

十
一
月
十
八
日
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の

大
谷
博
信
さ
ん
が
市
内
の
金
属
製
品
メ
ー
カ
ー

を
訪
問
し
、
社
長
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
工
場
視

察
を
行
っ
た
、
過
去
三
年
間
の
光
熱
費
デ
ー
タ

と
機
械
の
稼
働
状
況
を
確
認
し
た
り
、
変
圧
器

や
照
明
に
も
着
目
し
、
ゾ
ー
ン
ご
と
の
管
理
な

ど
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

主
任
専
門
経
営
指
導
員
・
本
多
光
一
さ
ん

は
、「
お
金
を
か
け
ず
に
効
果
を
出
せ
る
と
好

評
で
す
。
省
エ
ネ
は
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね

で
、
意
外
に
簡
単
に
で
き
る
こ
と
や
、
す
ぐ
で

き
る
対
策
も
あ
り
ま
す
。
経
営
の
見
直
し
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
簡
易
診
断
を
通
じ
て
経
営
改

善
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

商
工
会
連
合
会

山
形
県

〝
婚
活
〞
を
商
工
会
が
サ
ポ
ー
ト

人
口
減
が
進
む
町
を
何
と
か
し
た
い
と
、
商
工
会
（
若
月

孝
会
長
）
は
昨
年
度
か
ら
〝
婚
活
〞
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
サ
ポ

ー
ト
事
業
「
ハ
ロ
ー
マ
リ
ッ
ジ
倶
楽
部
（
ク
ラ
ブ
）」（
略
称

Ｈ
Ｍ
Ｃ
）
を
開
催
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
度
も
引
き
続
き

実
施
予
定
で
、
倶
楽
部
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
る
（
居

住
地
・
性
別
・
年
齢
不
問
）。

昨
年
八
月
か
ら
会
員
を
募
集
し
、
商
工
会
副
会
長
の
蝶
谷

社
長
・
伊
藤
篤
市
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て
、
毎
月
一
回
例
会

を
開
催
。
会
話
の
進
め
方
や
服
装
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

参
加
者
は
〝
婚
活
の
練
習
場
〞
と
し
て
会
員
の
前
で
練
習
相

手
の
女
性
と
話
し
た
り
、
気
づ
い
た
点
を
お
互
い
に
指
摘
し

合
う
。
理
容
師
に
よ
る
〝
見
た
目
〞
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

十
一
月
に
は
町
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
四
回

目
の
例
会
が
開
か
れ
、

一
月
三
十
日
に
は
商
工

会
が
開
催
す
る
「
出
会

い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
も

学
ん
だ
こ
と
を
生
か

す
。
他
地
域
と
の
連
携

も
検
討
中
で
、
伊
藤
副
会
長
は
「
口
下
手
な
男
性
は
出
会
い

の
場
に
参
加
し
て
も
、
連
絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
つ
な
が
り
に
く
い
。
聞
き
上
手
に
な
っ
た
り
相
手
の

長
所
に
気
づ
い
て
褒
め
る
な
ど
気
配
り
が
大
切
で
は
」
と
話

し
て
い
る
。

大
江
町
商
工
会

鹿
児
島
県

子
育
て
支
援
商
品
券
を
販
売

十
二
月
一
日
、
町
内
商
工
会
加
盟
店
を
中

心
に
使
え
る
子
育
て
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
「
子
ど
も
健
や
か
商
品
券
」
の
販
売
が
始

ま
っ
た
。
子
育
て
支
援
と
地
元
商
店
街
の
利
用

拡
大
を
図
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
特
典

分
六
〇
〇
万
円
を
町
が
負
担
し
て
い
る
。

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
三
〇
八
四

世
帯
が
対
象
で
、
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
円
券

一
二
枚
つ
づ
り
を
五
〇
〇
〇
円
で
販
売
。
二

口
ま
で
購
入
で
き
、
入
学
・
進
学
シ
ー
ズ
ン
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
有
効
期
限
は
三
月

十
五
日
ま
で
。

さ
つ
ま
町
商
工
会
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石
川
県

能
登
の
味
、映
像
グ
ラ
ン
プ
リ
で
最
優
秀
賞

商
工
会
、
北
陸
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ネ
ス

ク
な
ど
で
作
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
、
日
本
三
大

魚
醤
の
一
つ

「
い
し
り
」
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、

製
造
工
程
、
い

し
り
鍋
な
ど
能
登

の
味
を
通
じ
て
風

土
や
食
文
化
を

伝
え
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
た
。

「
能
登
の
魚
醤
油
〝
い
し
り
〞
物
語
」
と
題

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
全
国
地
域
映
像
団
体
協
議

会
の
「
全
映
協
グ
ラ
ン
プ
リ
二
〇
〇
九
」
で
短

編
・
産
業
部
門
最
優
秀
賞
「
経
済
産
業
大
臣

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。
各
地
域
の
予
選
を

通
過
し
た
二
四
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。

十
一
月
二
十
一
日
に
は
「
全
映
協
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
〇
〇
九
」（
千
葉
市
・
幕
張
メ
ッ
セ
国

際
会
議
場
で
開
催
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
関

係
者
は
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。

能
登
町
商
工
会

香
川
県

抽
選
券
付
き
商
品
券
で
夢
大
賞
ゲ
ッ
ト
？

地
域
経
済
振
興
と
購
買
促
進
の
た
め
、
商
工
会
（
林
茂
樹

会
長
）
は
最
高
三
〇
万
円
分
の
商
品
券
が
当
た
る
抽
選
券
付

き
商
品

券
の
販

売
を
行

っ
た
。

年
末
の

買
い
物

を
意
識
し
、
十
二
月
十
八
日
ま
で
商
工
会
本
所
・
各
支
所
で

販
売
し
た
。
今
春
に
市
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行

し
た
が
、
商
工
会
独
自
と
し
て
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
企
画
。

商
品
券
一
枚
を
購
入
す
れ
ば
抽
選
券
が
一
枚
つ
く
。
最
高

の
夢
大
賞
三
〇
万
円
三
人
の
ほ
か
、
一
〇
万
円
、
一
万
円
、

五
〇
〇
〇
円
、
一
〇
〇
〇
円
の
商
品
券
の
当
選
者
数
は
売
上

に
よ
っ
て
増
や
し
、
商
品
券
は
市
内
五
〇
〇
店
舗
で
使
え
る

仕
組
み
。
う
ち
二
三
〇
店
舗
で
は
独
自
の
く
じ
も
用
意
し
た
。

三
豊
市
商
工
会

福
井
県

隠
れ
名
所
探
し
て
着
地
型
観
光
ツ
ア
ー
を

都
市
の
旅
行
社
が
企
画
す
る
「
発
地
型
」
旅
行
で
は
な
く

観
光
地
側
が
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
「
着
地
型
」
ツ
ア
ー
が
脚

光
を
浴
び
る
中
、
商
工
会
は
「
ブ
ラ
ン
ド
リ
バ
ー
九
頭
竜
川

と
日
本
海
の
お
い
し
い
旅
」
と
題
し
た
試
験
観
光
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
。
モ
ニ
タ
ー
を
兼
ね
て
県
内
の
一
般
の
人
を
募
り
、

十
二
月
六
日
か
ら
七
日
ま
で
一
泊
二
日
で
行
っ
た
。
鷹
巣
観

光
協
会
、
地
元
の
伝
統
文
化
保
存
会
な
ど
と
半
年
ほ
ど
か
け

て
準
備
し
た
。

約
二
〇
人
の
参
加
者
は
、
一
日
目
は
北
前
船
交
易
が
盛
ん

だ
っ
た
時
代
の
石
切
り
場
、

初
め
て
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
酒
蔵
や
菓
子
工
場
な
ど
を

訪
問
。
二
日
目
は
国
指
定

無
形
文
化
財
の
「
仏
舞
」

が
伝
わ
る
糸
崎
寺
、
ハ
ウ
ス

栽
培
農
家
の
見
学
な
ど
、
地

域
色
豊
か
な
プ
ラ
ン
を
体
験

し
た
。

市
無
形
文
化
財
「
免
鳥
夜
網
節
」
の
披
露
会
で
飛
び
入
り

で
踊
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
隠
れ
た

名
所
や
地
場
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
す
る
試
験
ツ
ア
ー

に
、「
普
通
は
見
ら
れ
な
い
場
所
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
こ
ん
な
歴
史
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
評
価
の

声
が
あ
が
っ
た
。

「
観
光
客
慣
れ
し
て
い
な
い
た
め
か
、
説
明
が
た
ど
た
ど
し

か
っ
た
」「
立
派
な
施
設
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ひ
と
工
夫
を
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
商
品
化
へ
向
け
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

福
井
北
商
工
会

大
分
県

市
政
に
も
の
申
す
！
市
と
意
見
交
換
会

商
工
会
青
年
部
（
角
田
英
之
部
長
）
は
、

市
政
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
、
市
に
要
請
し
て

市
長
ら
市
執
行
部
に
意
見
を
述
べ
る
「
意
見

交
換
会
―
市
政
に
も
の
申
す
！
」
を
開
い
た
。

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
、
議
会
の
よ

う
に
質
問
と
答
弁
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
し
た
。

三
重
町
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
意
見
交
換
会

は
、「
一
緒
に
市
政
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
角

田
部
長
が
挨
拶
、
橋
本
祐
輔
市
長
は
「
皆
さ

ん
の
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
考
え
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
青
年
部
を
代
表
し
て

八
人
が
市
に
お
け
る
商
工
業
の
発
展
や
市
職
員

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
市
は
、
議
会
開

催
時
の
よ
う
に
関
係
部
長
が
控
え
、
答
弁
書
も

準
備
し
、
担
当
部
課
長
が
答
弁
し
た
。

「
公
共
事
業
に
地
元
業
者
を
使
う
明
記
は
で

き
な
い
の
か
」「
地
元
優
先
が
基
本
だ
が
、
業

者
数
が
足
り
な
い
と
き
は
や
む
を
え
ず
市
外
業

者
を
入
れ
て
い
る
。
明
記
で
き
る
か
検
討
し
た

い
」
と
い
う
や
り
と
り
や
、「
市
か
ら
サ
ー
ビ

ス
的
な
見
積
も
り
依
頼
が
時
々
あ
る
。
公
平
性

が
保
た
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
質

問
が
出
た
。

豊
後
大
野
市
商
工
会
青
年
部

第155回 全国商工会珠算
検定試験一級満点合格者
（平成21年11月15日実施）

山
辺
一
輝

岩
倉
市
商
工
会

名
和
学
園

三
浦
彰
子

浅
羽
町
商
工
会

大
石
珠
算
浅
羽
上
教
場
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秋
田
県

検
定
で
郷
土
の
伝
習
士
を
認
定

十
一
月
二
十
二
日
、
商
工
会
（
菅
原
三
朗
会
長
）
が
地

域
活
性
化
を
ね
ら
っ
て
行
っ
て
い
る
「
あ
き
た
愛い

と

し
や
の

郷さ
と

づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、「
石
川
理
紀
之
助
翁

検
定
」
を
実
施
し
た
。
石
川
理
紀
之
助
（
一
八
四
五
〜
一

九
一
五
）
は
、
市
内
豊
川
地
区
の
通
称
「
草
木
谷
」
で
農

業
経
営
を
実
践
し
な
が
ら
、
県
種
苗
交
換
会
を
設
立
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
郷
土
の
偉
人
。

会
場
の
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
に
は
、
市
内
外
か
ら
小

学
生
〜
七
〇
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
二
九
人
が
参
加
し
、

検
定
の
前
に
館
内
の
資
料
や
草
木
谷
を
見
学
し
た
。
昼
食

に
は
、
豊
川
地
区
内
産
の
新
米
の
お
に
ぎ
り
や
、
理
紀
之

助
が
一
八
九
二
年
に
凶
作
対
策
に
設
け
た
「
備
荒
倉
」
に

貯
蔵
さ
れ
て
い
る
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
提
供
し
た
。

検
定
は
、
理
紀
之
助
の
功
績
や
理
紀
之
助
が
残
し
た

「
寝
て
い
て
人
を
起
こ
す
こ
と
勿な

か

れ
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
に
つ
い
て
な
ど
一
一
問
の
テ
ス
ト
と
、
見
学

会
の
感
想
文
を
併
せ
て
採
点
。
参
加
者
二
九
名
全
員

が
「
石
川
理
紀
之
助
翁
伝
習
士
」
に
認
定
さ
れ
た
。

商
工
会
は
認
定
し
た
伝
習
士
全
員
の
名
前
を
伝
習
館

内
に
掲
示
し
、
ま
た
、
来
年
度
以
降
も
検
定
を
実
施

す
る
予
定
。

潟
上
市
商
工
会

福
島
県

地
元
産
品
で
パ
ス
タ
の
レ
シ
ピ
づ
く
り

町
の
特
産
品
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
商
工
会
女
性
部
（
仲
沼
登
美
子
会
長
）
は
、
十

一
月
に
三
回
目
の
学
習
会

を
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開

催
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
事
業
と
し
て
女
性
部
特

産
品
委
員
会
八
人
が
取
り

組
ん
で
お
り
、
パ
ス
タ
を
研

究
中
。
講
師
に
は
、
農
林

水
産
省
か
ら
地
産
地
消
の
仕

事
人
に
認
定
さ
れ
て
い
る
県

内
猪
苗
代
町
・
ヴ
ィ
ラ
イ
ナ
ワ
シ
ロ
の
総
料
理
長
・
山
際

博
美
さ
ん
を
迎
え
て
い
る
。

パ
ス
タ
は
、
小
麦
粉
に
地
元
産
の
米
粉
、
町
を
代
表
す

る
産
品
の
イ
チ
ゴ
の
ピ
ュ
レ
を
加
え
て
仕
上
げ
て
い
る
。

優
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
商
工
会
会
員
の
飲
食
店
で
商
品
化

し
、
提
供
し
て
い
く
予
定
だ
。

こ
の
日
は
、
地
元
産
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
ソ
ー
ス
、

リ
ン
ゴ
と
野
菜
の
レ
モ
ン
風
味
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
醤
油
風

味
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
四
メ
ニ
ュ
ー
を
山
際
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
作
り
、
試
食
し
た
。
粉
の
配
合
割
合
、
麺
の
太

さ
、
若
者
に
も
好
ま
れ
る
味
付
け
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い

て
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

鏡
石
町
商
工
会
女
性
部

岡
山
県

田
舎
で
暮
ら
そ
う
！

交
流
ツ
ア
ー
実
施

岡
山
北
商
工
会
女
性
部

一
宮
、
津
高
、

上
道
、
御
津
、
建

部
の
五
地
域
で
構

成
す
る
岡
山
北
商

工
会
女
性
部
（
鷹

取
明
美
部
長
）は、

十
一
月
八
日
、
建

部
地
区
で
移
住
希

望
者
と
の
初
の

「
交
流
ツ
ア
ー
」
を
開
い
た
。

田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
人
の
定
住
を
促
進

し
、
人
口
増
に
つ
な
げ
る
の
が
ね
ら
い
で
、
県
内

外
か
ら
の
移
住
希
望
者
に
管
内
を
紹
介
す
る

「
定
住
促
進
事
業
」
の
一
環
。
今
回
は
移
住
希
望

者
を
建
部
地
区
に
案
内
し
、
す
で
に
移
住
し
て

い
る
人
の
協
力
も
仰
い
で
実
施
し
た
。

昨
年
九
月
に
県
が
大
阪
府
で
開
催
し
た
「
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
交
流
・
定
住
フ
ェ
ア
」
に
訪

れ
、
関
心
が
あ
る
と
い
う
一
二
組
二
五
人
を
招

待
し
、
女
性
部
建
部
地
区
の
有
志
グ
ル
ー
プ

「
た
け
べ
こ
ら
れ
ぇ
Ｓず

」
が
案
内
。
地
区
内
に
家

を
建
て
週
の
半
分
を
過
ご
し
て
い
る
信
山
安
さ
ん

を
訪
れ
た
女
性
部
メ
ン
バ
ー
は
、
ホ
タ
ル
が
棲

み
、
温
泉
も
あ
る
住
み
や
す
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

奈
良
市
か
ら
の
参
加
者
は
「
す
ば
ら
し
い
環
境

で
、
交
通
の
便
も
い
い
ん
で
す
ね
」
と
反
応
も

上
々
。
鷹
取
部
長
は
「
岡
山
に
住
み
た
い
人
を

増
や
す
た
め
、
今
後
も
各
地
区
の
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。


